
令和 7 年 12 月 22 日 第 56 回 信行寺仏教講座 

 

47 

 

『歎異抄』第 8 条  

～他力の念仏～ 

 

【第 8 条・本文】 

念仏は行者のために非行・非善なり。わがはからひにて行ずるにあらざれば非5 

行といふ。わがはからひにてつくる善にもあらざれば非善といふ。ひとへに他

力にして自力をはなれたるゆゑに、行者のためには非行・非善なりと［云云］。 

 

【現代語訳】 

念仏は、それを称えるものにとって、行でもなく善でもありません。念仏は、10 

自分のはからいによって行なうのではないから、行ではないというのです。ま

た、自分のはからいによって努める善ではないから、善ではないというのです。

念仏は、ただ阿弥陀仏の本願のはたらきなのであって、自力を離れているから、

それを称えるものにとっては、行でもなく善でもないのです。このように聖人

は仰せになりました。 15 

 

【語句】 

「行者のために」･･･ 

「念仏を行ずる人にとって」という意味。ここでは、上の語が、下の事柄とか

かわりをもつことを示す「ため」であって「～にとっては」とか「～に関して20 

は」の意味。いまは、「行者の側からいえば」というほどの意味。 

 

「はからひ」･･･ 

浄土に生まれやすいことを積極的に行い、浄土に生まれにくいことをしないよ

うにして、浄土に生まれてゆこうと計算立てること。本願を疑う自力の異名。 25 

 

【解説】（梯 實圓『大きな字の歎異抄』185 頁） 

この条は、念仏は行者の立場からいえば「行でもなく、善でもない」という『宝

号経』の言葉をもって、念仏が如来より賜った他力の行であることを明らかに

された法語です。阿弥陀仏の本願は、善のないものの善となり、行のないもの30 

の行となって、万人を平等に仏にならせるために、南無阿弥陀仏を往生の行と

して選びとって与えてくださっている。その本願を信じて念仏していることは、

悪をやめ、善をおさめようとして称えているのではなくて、あらゆる功徳の収

まっている名号を与えてお救いくださる如来のおはからいに感動し、感謝して

いるほかにはないということを教えていかれたのでした。              35 
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■念仏の非行・非善性 

念仏は行者のために、非行非善なり。 

念仏は、それを称えるものにとって、行でもなく善でもありません。 

 

『親鸞聖人御消息』（註釈版 807） 5 

『宝号経』にのたまはく、「弥陀の本願は行にあらず、善にあらず、ただ仏名を

たもつなり」。名号はこれ善なり行なり、行といふは善をするについていふこと

ばなり。本願はもとより仏の御約束とこころえぬるには、善にあらず行にあら

ざるなり。かるがゆゑに他力とは申すなり。 

 10 

⇒ 『宝号経』（宝号王経）は、現存の大蔵経には存在しない。『弥陀経義集』（善

導大師の作と伝えられているが仮託）に、「『宝号王経』には、行に非ず、善に

非ず、ただ仏名をたもちて、不退位に生ずるなり」といわれている。 

 

行 ＝ 行為・動作・実践・はたらき 15 

善 ＝ さとりに至らせる功徳 

 

仏教では「善」なる徳目を実践することを「行」といい、善がその内容で、

それを行うことが「行」というように考えられています。さらに詳しく言えば、

自分や他者を安らかにさせる行いを「善行」といい、自他を苦しみへと導く行20 

いを「悪行」といいます。 安らかなる境地というものが「悟り」ということで、

悟りの道へつながる善を行うことを一般に「修行」と呼ばれています。  

 

『教行証文類』「信文類」（註釈版 231） 

一切の群生海、無始よりこのかた乃至今日今時に至るまで、穢悪汚染にして清25 

浄の心なし、虚仮諂偽にして真実の心なし。ここをもつて如来、一切苦悩の衆

生海を悲憫して、不可思議兆載永劫において、菩薩の行を行じたまひし時、三

業の所修、一念一刹那も清浄ならざることなし、真心ならざることなし。如来、

清浄の真心をもつて、円融無礙不可思議不可称不可説の至徳を成就したまへり。

如来の至心をもつて、諸有の一切煩悩悪業邪智の群生海に回施したまへり。  30 

 

⇒ 阿弥陀仏の救済の目当てとなっている一切の衆生は、はるか遠い過去世より、

今日にいたるまで煩悩に染まり、清浄なる真実心を持ち合せていないといわれて

います。だからこそ清浄真実なる心をおこすことの出来ない苦悩の衆生に代わっ
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て、如来自らが清浄真実なる至心の徳、すなわち至徳の尊号である名号を完成さ

れ、それを一切の衆生へ恵み与えられているといわれるのです。 

 

『教行証文類』正信念仏偈（註釈版 203） 

法蔵菩薩の因位の時、世自在王仏の所にましまして、諸仏の浄土の因、国土人5 

天の善悪を覩見して、無上殊勝の願を建立し、希有の大弘誓を超発せり。五劫

これを思惟して摂受す。重ねて誓ふらくは、名声十方に聞えんと。･･････ 

 

（法蔵菩薩因位時 在世自在王仏所 覩見諸仏浄土因 国土人天之善悪 建立

無上殊勝願 超発希有大弘誓 五劫思惟之摂受 重誓名声聞十方） 10 

 

⇒ 親鸞聖人が「正信偈」冒頭、『無量寿経』に説かれる法蔵菩薩が、阿弥陀仏に

成るという経説をまとめられた有名なお言葉です。『無量寿経』によれば、はるか

昔、法蔵と名告る菩薩が出現され、煩悩具足の十方衆生を平等に救おうという、

大悲の心にもよおされ、五劫という途方もない長い時間をかけた思案を通して、15 

一切衆生を救うことのできる道を求められたと説かれています。 

そしてついに「南無阿弥陀仏」という名号を与えて救うという、大悲の本願を

たてられ、この本願を完成する為に兆載永劫の果てしない修行によってその願い

を実現され、阿弥陀仏と成られたといわれています。そして如来の仏徳の全てを

込めた「南無阿弥陀仏」の名号は、回向という如来の施しによって十方に響きわ20 

たり、その救いのみ名を聞かせて救うといわれるのです。 

 

⇒「非行非善」は「無行無善」を意味するものではない。 

 

■「南無阿弥陀仏」の名号 25 

わがはからひにて行ずるにあらざれば非行といふ。わがはからひにてつくる善

にもあらざれば非善といふ。 

念仏は、自分のはからいによって行なうのではないから、行ではないというの

です。また、自分のはからいによって努める善ではないから、善ではないとい

うのです。 30 

 

法然聖人『選択集』本願章（現代語訳） 

○勝易の二徳 

初めに勝劣の義とは、念仏は勝れ、ほかの行は劣っているということである。

なぜ念仏の一行が最も勝れた行であるかというに、名号には阿弥陀仏が持ってお35 
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られる悟りのあらゆる徳が摂まっているからである。念仏以外の行はそうではな

く、おのおの一部分の功徳だけである。（中略） 

次に難易の義とは、念仏は修め易く諸行は修め難い。念仏は称え易いので、す

べての人に通じ、諸行は行ずることが難しいから、すべての人には通じないので

ある。 5 

①念仏の超勝性 ･･･ 名号には阿弥陀仏の修行の勝れた功徳が込められている 

②念仏の易行性 ･･･ 口に称えることは容易であり、時と場所を選ばない。 

 

⇒ 称名念仏は、勝れた功徳が込められた行でありながら、いつでも・どこでも・

どんな時でも、簡単に修することができる。 10 

 

『教行証文類』「行文類」（註釈版 141） 

つつしんで往相の回向を案ずるに、大行あり、大信あり。大行とはすなはち無

碍光如来の名を称するなり。この行はすなはちこれもろもろの善法を摂し、も

ろもろの徳本を具せり。極速円満す、真如一実の功徳宝海なり。ゆゑに大行と15 

名づく。しかるにこの行は大悲の願（第十七願）より出でたり。 

⇒ 広大な功徳をそなえ、速やかに仏のさとりを開かしめ、如来のさとりを全う

じた行であるから「大行」と名づけられる。 

⇒ 称名が「大行」たる所以は、名号にその功徳がそなわっているから。 

 20 

『尊号真像銘文』（註釈版 652） 

「真実功徳」は誓願の尊号なり 

⇒「称える」という衆生の行為自体に功徳があるのではない。 

⇒「称えられている」名号そのものに功徳が存在している。 

 25 

名号 ＝ 人間が作りあげたものではなく、阿弥陀仏の救いのはたらきそのもの。 

称名 ＝ 名号が私の上で活動しているすがた。 

 

名号が最高の善であるということは、阿弥陀仏が成就された一切の功徳がおさ

まっているから、それをいただいて称える者を往生せしめ、成仏せしめる徳を30 

もっている。それゆえ最高の善であるといわれる。 

 

名号が最高の行であるというのは、阿弥陀仏が修行された行の徳をまどかに具

えていて、それをいただいて称える者を浄土に生まれしめ、阿弥陀仏と同じさ

とりを得しめるすばらしい徳をもっているから。 35 
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念仏は私が称えているが、私の「行」・「善」ではなく、阿弥陀仏の本願のはた

らきが私の上に届いている相（非行・非善） 

 

■「はからい」の否定 

ひとへに他力にして自力をはなれたるゆゑに、行者のためには非行・非善なり5 

と［云云］。 

念仏は、ただ阿弥陀仏の本願のはたらきなのであって、自力を離れているから、

それを称えるものにとっては、行でもなく善でもないのです。このように聖人

は仰せになりました。 

 10 

私のはからいにてつくる「行」・「善」＝ 自力の行 

私のはからいをはなれた「行」・「善」＝ 他力の念仏  

 

『歎異抄』第 1 条 

本願を信ぜんには、他の善も要にあらず、念仏にまさるべき善なきゆゑに。  15 

『歎異抄』第 3 条 

自力作善のひとは、ひとへに他力をたのむこころかけたるあひだ、弥陀の本願

にあらず。      

 

○浄土真宗における自力 20 

『親鸞聖人御消息』（註釈版 746） 

まづ自力と申すことは、行者のおのおのの縁にしたがひて、余の仏号を称念し、

余の善根を修行して、わが身をたのみ、わがはからひのこころをもつて身口意

のみだれごころをつくろひ、めでたうしなして浄土へ往生せんとおもふを自力

と申すなり。 25 

⇒ 「自力」とは、自らが修めた身・口・意（からだ・言葉・心）の善根によ

って煩悩を鎮め、浄土へ往生しようとすること。人間の積極的な行為や、

努力そのものを「自力」というのではない。 

 

○浄土真宗における他力 30 

『教行証文類』「行文類」（註釈版 190） 

他力といふは如来の本願力なり。 

 

⇒ 「他力」とは人の力ではなく、阿弥陀仏の本願力を意味する言葉。 

⇒ 親鸞聖人は、阿弥陀仏の本願力以外に「他力」という言葉を用いない。 35 
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⇒ 本願力とは、阿弥陀仏が私たち一切衆生を救済しようと活動されているはた

らきを意味しますが、まさに本願に誓われている通りに、この私を本願の仰

せを信じ、念仏申す人間に育て上げて、さとりの浄土へ迎えとるはたらきを

本願力といわれたのでした。 

 5 

・「南無（まかせよ）阿弥陀仏（必ず救う）」という阿弥陀仏の喚び声。 

 

・「引く足も 称ふる口も 拝む掌も 弥陀願力の 不思議なりけり」 

（本願寺第 14 代宗主 寂如上人） 

 10 

梯 實圓『親鸞聖人の教え・問答集』（大法輪閣・105 頁） 

阿弥陀仏の本願力は、本願の目当てであった私どもに届いて常にはたらき続

け、本願を信じる能力のない私を育てて、本願を疑いなく受け容れる者にしあ

げ、念仏する気もなかった私を、細々とではあるが念仏を申す行者に育ててく

ださいました。そしてこの世の名利しか求めていなかった私に、浄土こそ「ま15 

こと」の世界であると知らせて、涅槃の浄土へ導いてくださることを本願他力

の救いと呼ばれたのでした。 

 

 

■まとめ 20 

・非行非善 

浄土真宗の念仏は、阿弥陀仏が修めたすべての功徳が完全にそなわった他力の

行と善であり、称える者の自力による行や善ではない。  

 

・他力の念仏 25 

阿弥陀仏より往生の行としてたまわった他力の念仏は、本願の救いに信順し称

える念仏であって、名号を称えて悪をやめ、善根功徳を積もうというような自

力の行ではない。 

 

浄土真宗の念仏は如来回向の行である本願の念仏、つまり如来の功徳が全て込30 

められた名号（「南無阿弥陀仏」）をいただくことである。この名号のおいわれ

を疑いなく聞き受けるところに、往生成仏の因が具わり、必ず往生成仏すべき

身に定まる。 


